
認
定
申
請
者
は「
不
認
定
」

に
な
っ
た
と
同
時
に
「
在

留
資
格
」
を
は
く
奪
さ
れ

〝
人
権
無
視
〟
の
厳
し
い

立
場
に
立
た
さ
れ
る
。
映

画
『
マ
イ
ス
モ
ー
ル
ラ
ン

ド
』
は
、
そ
の
過
酷
な
現

実
を
２
年
に
わ
た
る
取
材

を
基
に
描
い
た
作
品
だ
。

日
本
で
「
在
留
資
格
が
な

い
」
と
い
う
意
味
を
、
嫌

と
い
う
ほ
ど
分
か
ら
せ
て

く
れ
る
。

　
日
本
は
、
難
民
条
約
に

加
入
し
て
い
る
欧
米
諸
国

と
比
べ
れ
ば
、
考
え
ら
れ

な
い
ほ
ど
難
民
認
定
率
が

低
い
。
埼
玉
県
川
口
市

に
、
日
本
最
大
と
い
わ
れ

る
ク
ル
ド
人
共
同
体
が
あ

る
。
ク
ル
ド
の
文
化
を
守

り
な
が
ら
助
け
合
っ
て
生

き
て
い
る
。
17
歳
の
女
子

高
生
、
サ
ー
リ
ャ
も
そ
の

う
ち
の
一
人
。

　
母
は
既
に
亡
く
な
り
、

父
親
と
妹
弟
の
４
人
暮
ら

し
。
小
学
校
の
先
生
に
な
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る
こ
と
を
夢
見
て
、
大
学

進
学
を
目
標
に
奮
闘
し
て

い
る
。
学
費
を
た
め
よ
う

と
、
学
校
が
終
わ
る
と
、

父
親
に
内
緒
で
す
ぐ
に
ア

ル
バ
イ
ト
先
に
向
か
う
頑

張
り
屋
さ
ん
だ
。

　
し
か
し
突
然
、
そ
の
平

穏
な
日
常
が
一
変
す
る
。

父
親
が
求
め
て
い
た
難
民

認
定
が
「
不
認
定
」
に
な

っ
た
の
だ
。「
不
認
定
」
に

な
っ
た
途
端
、そ
れ
ま
で

家
族
全
員
が
保
有
し
て
い

た
在
留
カ
ー
ド
は
無
効
と

な
り
、「
非
正
規
滞
在
の
外

国
人
」と
し
て
扱
わ
れ
る
。

　
就
労
が
禁
止
さ
れ
、
国

民
健
康
保
険
の
加
入
も
で

き
な
い
。
居
住
地（
埼
玉

県
）以
外
に
は
、許
可
な
し

で
は
出
ら
れ
な
い
「
仮
放

免
」
生
活
が
始
ま
っ
た
。

　
在
留
カ
ー
ド
の
な
い
サ

ー
リ
ャ
は
、
も
う
ア
ル
バ

イ
ト
も
で
き
な
い
。
大
学

進
学
の
夢
も
、
就
職
の
目

標
も
、
全
て
が
一
瞬
の
う

ち
に
吹
き
飛
ん
だ
。

　
さ
ら
な
る〝
追
い
打
ち
〟

が
一
家
を
襲
う
。
な
ん
と

父
親
が
入
管
施
設
に
収
容

さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
し

か
し
、
子
ど
も
の
未
来
を

案
じ
た
父
親
は
、
命
を
懸

け
た
あ
る
決
断
を
し
て
、

こ
の
苦
境
に
立
ち
向
か
う

の
だ
っ
た
が
…
。

　
今
秋
の
臨
時
国
会
に

は
、
昨
年
５
月
に
廃
案
に

な
っ
た「
入
管
法
改
定
案
」

（
政
府
案
）
が
再
度
提
出

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

政
府
案
に
は
、「
母
国
へ
の

強
制
送
還
を
拒
否
し
た
外

国
人
」
を
支
援
す
る
者
さ

え
も
罰
す
る
法
案
が
含
ま

れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。こ

の
政
府
案
の
目
的
は
、外

国
人
共
同
体
を
弱
体
化
さ

せ
、つ
ぶ
す
こ
と
に
あ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
難
民
条
約
に
加
入
し
て

い
る
日
本
は
〝
建
前
だ
け

の
冷
た
い
民
主
国
家
〟

だ
。
そ
の
犠
牲
と
な
っ
て

い
る
「
難
民
」
た
ち
の
痛

み
は
骨
身
に
染
み
る
。

　
全
国
公
開
中
。
公
式
サ

イ
ト
はhttps://m

y

　
日
本
に
逃
げ
て
き
た
ト

ル
コ
国
籍
の
ク
ル
ド
人

で
、
こ
れ
ま
で
日
本
政
府

が
難
民
と
し
て
認
め
た
人

は
一
人
も
い
な
い
。
難
民

『マイスモールランド』

映 画

sm
alllan

d
.jp
/

。

バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
ア
ー
ツ

配
給
。


